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鶴岡市観光ガイドのご案内
限られた時間を有効に使って鶴岡の町を楽しみたい！
そんな方には、観光ガイドがお手伝いします。

【料　　金】
【案内地域】
【時　　間】

ガイド1名につき1,000円（税込）
鶴岡公園周辺

年末年始（12/29～1/3）を除く毎日
9:00～17：00（最大2時間）

♦希望日の５営業日前までお電話でお申し込みください

受付窓口/鶴岡市観光ガイド協議会事務局
（鶴岡商工会議所内）☎ 0235-24-7779
（受付専用/平日9:00～17：30）FAX.0235-24-6171

《2時間コース例  B 》

大宝館（無料）

致道博物館（有料）

《2時間コース例  A 》

鶴岡観光プラザ
（鶴岡商工会議所会館1F）

鶴岡カトリック協会
天主堂（無料）

丙申堂・釈迦堂（有料）

荘内神社宝物殿（無料）

藤沢周平記念館（有料）

致道館（無料）

鶴岡公園

※藤沢周平ゆかりの地を巡るコース（徒歩または車）もございます。
※大型バス等の待ち合わせ場所についてはご相談下さい。

鶴岡観光プラザでは
旅のご案内や荷物の
お預かりサービスも

行っています。
（9：00～17：30）

つるおか観光ナビ
▼

コードをスキャンして
つるおかの魅力発見！

旅手帳
かおるつるおか
デジタルガイドブック

▼

致道博物館
▼

大督寺
▼

          ▲
御隠殿  / 多層民家
の情報もこちらから！

音声でご案内

隣り合う町の境界、武家町、町人町の境界または
町と在との境に設けられた保安用の門のこと。
この木戸の通行は厳重で三人の番人が昼夜を通して
怪しい者や、不審な荷物が通らないか見張り、
他地方の人々はもちろんのこと、鶴岡の町民でも
みだりに通ることは出来ませんでした。

木戸とは江戸時代の町名
当時の町が果たしていた役割や、そこに住む人々の
職業によってつけられた町名が多くあります。今の
商店街のような役割「市」の立つ日によってつけら
れた町名（一日市町や荒町など）、職人の町（鍛治
町など）、お城の周囲には殿様に仕える人々がくら
す侍の町（家中新町や馬場町など）がありました。
その後町名は移り変わりましたが、一部の町名は現
在でも使われています。

つるおか
観光ナビ
案内所【開所時間】 9：00～17：30

【定 休 日】　なし（ＦＯＯＤＥＶＥＲに準ずる）

0235-25-7678☎

◆当案内所は鶴岡駅前のＦＯＯＤＥＶＥＲ
（マリカ東館１階）に拠点を構え、
英語で対応可能なスタッフが常駐しております。
（ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所カテゴリーⅡ）。

鶴岡市観光案内所

3月中旬～11月下旬　9：00～17：00

レンタサイクル

鶴岡観光プラザ
（鶴岡商工会議所会館1F）

致道館（無料）
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（約 200年前）

はちけんまち
はちけんまち

銀

町

銀

町

最上町最上町

新形口
木戸
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南ショッピング
センター方面

Aコース
右回り
左回り

庄内観光
物産館方面

Bコース
右回り
左回り

小真木原方面

Cコース
右回り
左回り

運賃/1回乗車

300円
も運行します
土 日 祝

つるおか1日乗り放題券つるおか1日乗り放題券

善宝寺 藤島
上町

鶴岡駅前エスモール

大宝寺

出羽荘内
国際村

サウスモールみ～な

鶴岡
市役所前

致道
博物館美咲東通り

庄内観光
物産館 陽光町

ウエストモール

加茂
水族館

湯野浜
温泉

ゆ～Town

民田口民田口 ゆぽかゆぽか湯田川
温泉

由良郵便局前

1 日乗り放題エリア

エリア別大人料金

鶴岡市街地エリア

500円
湯野浜・湯田川エリア

1,000円

2,000円
鶴岡全域エリア

鶴岡市街地エリア

湯野浜・湯田川エリア

鶴岡全域エリア
羽黒山頂

清川

あつみ温泉駅

温海営業所

越沢

羽黒随神門
朝日庁舎

大鳥
大綱局前

※高速バス・庄内空港連絡バス・季節運行の区間（羽黒山頂
～月山八合目）臨時運行のバスなどは使用できません。

※鶴岡市内循環バスもご利用いただけます。

鶴岡市内循環バス
・小人（小学生）半額（6歳～12歳未満）
・幼児 
・乳児  無賃（満1歳未満）

大人・小人1人につき1人まで無賃。
2人目からは小人運賃。※障がい者

割引運賃あり
1日2回以上の利用ならつるおか1日乗り放題券がおトク！

■ICカード 1枚につき 1名分となります
■小児割引をご利用の場合は小児カードをご持参下さい
■障がい者割引はありません

※12/31～ 1/3は全便運休
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石川米穀店

遠州屋

久栄堂
菓子舗

蝶や
（池田 2F）

蝶や
（池田 2F）

尾
川
園

新月菓子店

藤田菓子舗

味処 たかだて

上野御殿まり教室

ブーランジェリー
ダイゴ 山王町店

パンハウス

コモンリード

木村屋本店

五十嵐陶器店阿部久書店

入舟

後藤食堂

ふくべ

鶴岡工業高

鶴岡南高

鶴岡北高

まちづくりスタジオ
鶴岡 Dada

森茂八商店

ATM

ATM

ATM

ATM

鷲田民蔵商店

富樫ろうそく店

千葉寿司

鶴岡まちなかキネマ

山王日枝神社

無量光苑
釈迦堂

荘内銀行
本店営業部

丙申堂

内川ほっとパーク

鶴岡市役所大宝館

鶴岡市立
藤沢周平記念館

土・日・祝のみ

致道博物館

菅家庭園
●

荘内神社

御城稲荷神社

にこ♥ふる

（鶴岡公園）（鶴岡公園）
鶴ヶ岡城址公園鶴ヶ岡城址公園

アートフォーラム

タウンキャンパス

慶応義塾大学先端生命科学研究所 庄内藩校 致道館

荘銀タクト鶴岡
（鶴岡市文化会館）

松尾芭蕉滞在地
長山邸跡

松尾芭蕉
乗船地跡

三井家
蔵座敷

鶴岡駅前周辺

青
龍
寺
川

羽前絹練（株）

市立図書館
（郷土資料館）

太田屋
菓子店

でがんす

山王夢食堂

山王パーキング

昭
和
橋

田林駐車場

かこ駐車場

銀座第２
パーキング

銀座パーキング

鶴岡
川端駐車場

バ
ス
専
用

CINQ（サンク）

cafe studio

HOUSE清川屋
特産品やおみやげもの

大河原
すき焼き

寿司処
三幸

寿司天婦羅
芝楽

安兵衞寿し

蔵屋敷
LUNA

庄内ざっこ

喜多八
庄内海鮮料理

新茶屋
御料理

紅屋
日本料理

みなぐち
すたんど割烹

暫忻亭
手打ちそば
創作料理

ファーストポイント
西洋酒菜

大多喜亭
割烹

桂や
お食事処

御殿まり手づくり体験
※要予約

絵ろうそく
手づくり体験
＜休：第3日曜＞

東京庵

いな舟

0235-64-1372
鶴岡観光プラザ

図書館前

図書館前
交番■

鶴岡市役所前

鶴岡市役所前

荘内病院

山王町

銀座通り

本町川端通り

内川通り

南銀座

一
日
市
通
り

山王町

致道博物館

致道博物館

田元小路

七日町

七日町

田元小路

アートフォーラム前

上肴町

光学寺前

公園西

（約50台）

公園中央

（約50台）

公園南

（約40台）

公園東

（約130台・バス3台）

（4台）

バ
ス
専
用

（4台）

349

長寿温泉

庄内おばこの里 こまぎ

天然温泉 こまぎの湯

《南へ 約2 km》

♨

古今COCOn

中華料理 桃園

柏戸銀寿し食堂アルペジォ 冨がし

割
烹

西
わ
き

さ
か
え
や

や
き
い
も
処  

　
弐
番
館

あ
ん
こ
カ
フ
ェ

Y
O
L
O

Do
Co?

パラディーゾ
コーヒーロースターズ

鶏料理 慶

扇寿し

鮮魚料理
浜っ娘

寿しの
長三郎

日本料理 
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Bal Borracho

肉蕎麦 叶夢

肉菜バル NiGoo

天金

食堂 池田屋

松竹庵

飲食店
カフェ/お菓子屋/パン

「藤沢周平その作品とゆかりの地」
案内看板設置場所

羽黒山 一の鳥居跡羽黒山 一の鳥居跡

昔この辺り一帯は川原

で、羽黒山に向かう一

番最初の鳥居があった

場所。鳥居町という地

名の由来になっている。

鶴岡第２地方合同庁舎●

肉屋食堂

無量光
釈

荘内病院

荒町口
木戸跡

五日町口
木戸跡

鶴岡商工会議所会館

大督寺

総穏寺

かつて西海氏という豪商

の屋敷があったそうだ。

宇
治
氏
と
い
う
大
庄
屋
の

屋
敷
が
、
御
殿
の
よ
う
に

豪
壮
だ
っ
た
そ
う
だ
。

庄内藩の倉庫（小屋）

があったそうだ。

寺は昔は戦の時に城を守

る砦の役目もあり、城の

周りに配置されたそうだ。
のぼりを管理す

る旗奉行が住ん

でいたそうだ。

最上義光が寄進した

鐘は見事。日本最古

の塔時計もある。
加藤清正の妻と子の

お墓があります。

ここの私設学校で昼食

を出したことが学校給

食の始まりといわれ、

「学校給食発祥の地」の

記念碑がある。

「土屋両義士相討之地」

の舞台になったお寺。

実際に起きた仇討ちの

現場で、仇を討つ方も

討たれる方も亡くなっ

たといわれている。

1688 年に建てられ、

周りでは幾度も火災

があったが、一度も

被害に遭わなかった

ので火伏稲荷として

信仰されている。

100 年有余の伝統と歴史が

あり、絹織物の加工におけ

る洋装分野では、日本一の

加工高と生産量を上げてい

る会社。明治創業の工場の

一部と、昭和 15年再建築の

事務所が当時のまま使用さ

れている。

鶴岡公園の桜鶴岡公園の桜

「日本さくら名所100 選」

に選ばれた園内には710

本の桜があり、4月上旬

～中旬に見頃を迎える。

並木道並木道
ハナミズキハナミズキ

4月上旬　5月

中旬が見頃。

三井家蔵座敷三井家蔵座敷

豪壮な蔵座敷は土蔵造

り二階建て。座敷とい

うことで、蔵の中は畳。

（鶴岡市有形文化財）

鶴岡まちなかキネマ鶴岡まちなかキネマ

鶴岡唯一の映画館鶴岡唯一の映画館

昭和初期建築の木造工場を

リノベーションした映画館。

木のぬくもりを感じながら

くつろげる、まちなかのオ

アシス空間。

昔、勘兵衛という

酒屋さんがあり、

約300坪の大きな

酒屋だったそうだ。

松尾芭蕉が 3日間

滞在した長山邸跡。

詠んだ俳句が石碑

に記されている。

松尾芭蕉が酒田への

船に乗船した場所。

長山小路

薬湯小路

西海小路

浮世小路

稲荷小路

寺小路

御
殿
小
路

観
音
小
路

御
旗

小
路

勘兵衛小路

ばら小路

山
椒
小
路

蓮
池
小
路

常念寺

龍蔵寺本住寺

稲荷神社

七日町
観音堂

常源寺

高畑口
木戸跡

代官町口
木戸跡

田沢稲舟
文学碑

十日町口木戸跡

鍛冶町口
木戸跡

大山口
木戸跡

万年橋口
木戸跡

元曲師町口
木戸跡

■三浦屋

御小屋小路

郵便局のところに

「ばら屋」という

ハイカラな雑貨屋

があったそうだ。

田
元
小
路

内川ほっとパーク内川ほっとパーク
桜や杉並木、内川の

眺望が楽しめる公園。

公衆トイレは大正9年

に消防組第 8部のポ

ンプ庫を利用している。

昔ここに薬湯（銭湯）

があったそうだ。

「だるま市」（12月17日）は藩政時代、遊郭の遊女

たちが幸せを願い、観音様に願をかけ「七転び

八起き」のだるまを買い求めたことがはじまり。 ※ランチタイムの営業を行っているお店を掲載しています。

山形銀行
鶴岡支店

鶴岡信用
金庫本店

きらやか銀行
鶴岡中央支店

至 三川・酒田

とぼり広場

この辺は城下でも高燥の地で洪水に

よる浸水の心配がないことから、

庄内に入部した酒井忠勝が鶴岡城

拡張整備の際に仮御殿「高畑御殿」
を建てたそうだ。

EN/ME

秘太刀馬の骨

千鳥橋 大泉橋

作品名

作品中の場所 現設置場所

蝉しぐれ

五間川

内川（三雪橋）

作品名

作品中の場所

現設置場所

三屋清左衛門残日録
作品名

作品中の場所 現設置場所
花房町 本町二丁目（七日町）

作品名

作品中の場所 現設置場所

義民が駆ける

藩校致道館 庄内藩校致道館

又蔵の火
作品名

作品中の場所

現設置場所

総穏寺

総穏寺

義民が駆ける
作品名

作品中の場所

現設置場所
大督寺

大督寺

作品名

作品中の場所 現設置場所
花のあと－以登女お物語－

鶴ヶ岡城 鶴岡公園

作品名

作品中の場所 現設置場所

三ノ丸広場下城どき

相生町 家中新町

新形口木戸跡

安倍家住宅
●

至 羽黒山

ホテルステイン●

山王プラザ

新山
龍覚寺

住吉屋菓子舗

坂田屋
とち餅店

至 大山　
　湯野浜温泉

荘
内
銀
行
本
店

北
側
駐
車
場

般若寺

ママコト
ククポポ

凶刃　用心棒日月抄

般若寺 般若寺

作品名

作品中の場所 現設置場所

ととこ

広
小
路

北
小
路い

し
小
路

七
ッ
蔵
脇
小
路

経
蔵
小
路

年貢米や家臣の封禄米を

格納した米倉が七棟

あったそうだ

三
日
町
口

木
戸
跡

鶴岡カトリック
教会 天主堂

エントランスベーグル
アンドコーヒー

岡
市
は
、
江
戸
時
代
に
最
上
氏
に
よ
り

最
初
の
町
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
和
８
年
、
徳
川
四
天
王
筆
頭
の
酒
井
忠
次
公

を
祖
と
す
る
三
代
目
忠
勝
公
が
庄
内
藩
に
入
部

酒
井
家
十
四
万
石
が
置
か
れ
城
下
町
の
形
が
ほ

ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
の
ま
ち
づ
く

り
で
は
城
郭
が
開
放
さ
れ
神
社
や
公
園
に
な
り

そ
の
周
辺
に
は
郡
役
所
や
町
役
場
、
朝
暘
学
校

な
ど
が
建
て
ら
れ
、
お
城
に
代
わ
る
新
た
な
鶴

岡
の
中
心
が
出
来
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
町
人

地
は
そ
の
ま
ま
商
業
地
と
な
っ
て
栄
え
ま
し
た

が
、
大
正
８
年
に
中
心
部
の
北
側
に
鉄
道
駅
が

設
置
さ
れ
る
と
、
駅
前
へ
道
路
が
整
備
さ
れ
そ

の
道
路
に
沿
っ
て
商
業
地
も
拡
大
し
ま
し
た
。

　

鶴
岡
の
ま
ち
の
中
心
部
は
、
今
で
も
江
戸
期

の
姿
を
よ
く
残
し
、
古
い
街
並
み
は
城
下
町
と

し
て
の
赴
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
酒
井
家
が
庄
内
に
入
部
し
令
和
４
年

で
400
年
を
迎
え
ま
し
た
。
入
部
以
来
、
現
在
も

な
お
鶴
岡
に
暮
ら
し
続
け
「
殿
は
ん
（
さ
ま
）」

と
慕
わ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。

鶴

荘内病院

ランチ処 こてまり
（BAR 紫蘭）

川上医院

わかな内科
　　　医院

真島医院

（鶴岡市休日夜間診療所）

蟬しぐれ

龍興寺 龍覚寺

作品名

作品中の場所 現設置場所

般若寺

般若寺

市役所東 市役所東

南銀座南銀座

アートフォーラム前

上肴町

大督寺

樹齢 400年と推定

される松は、盆栽の

松が育ったもの。

4月は枝垂桜が咲く。

光明寺光明寺

、


